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研究成果の概要（和文）：本研究では、蓄積済みの情報をもとに、新たな情報を蓄積する際の対象となる「通時
的対象」を設ける情報蓄積フレームワークの検討と構築を行った。これにより、1. 蓄積する情報と同様の形式
をもち、2. 把握がほぼひと目で行え、3. プロセスを示す情報より結果を示す情報であることが、通時的対象と
して必要であることが明らかになった。この条件のもと、「通時的な対象には、異なるタイミングで類似した言
及がなされる」と仮定し、蓄積済みの情報から通時的対象を抽出し、新たな情報を蓄積する際に提示する枠組み
の構築を進めた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed an information accumulate framework with "
diachronic objects" which are targets of describing new information. It was found that 1. diachronic
 objects should be in the same type as the information to be described, 2. they should be easy to 
understand at a glance, and 3. they should be more indicative of results than process information.
Under these conditions, we assumed that "a diachronic object has similar references at different 
times," and constructed a framework extracting diachronic objects from the accumulated information 
and presenting them when accumulating new information.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
SNSの書き込みや散発的に行われる会議では、情報の記述対象と情報を蓄積する人間の両方が入れ替わるため、
議論が発散する・堂々めぐりするなど、蓄積された情報において時間の経過が意味を持たないことがある。そこ
で本研究では、情報の記述対象として、情報の蓄積過程においてある一定の期間を通して対象となりうる「通時
的対象」を、それまでに蓄積された情報から抽出し、新たな情報を蓄積する際に提示する枠組みの検討を行っ
た。今後は、複数の人間が入れ替わり情報を蓄積する場において、建設的な議論を支援する仕組みへと応用する
研究を進める。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ニュース記事や論文など、ある程度一般的な内容を含む文書集合では、含まれる内容を時刻順
に提示するだけでも、人間が時間経過に伴う内容変化を感じ取ることができる。これは、内容が
一般的であるがゆえ、時間軸に沿った提示のみで、読み手となる人間の知識との対応付けが行え
るためと考えられる。 
これに対し研究代表者は、読み手となる人間の視点に沿い記述内容の抽出を行うシステムの
研究を進めていた。このシステムは、文書集合から時間経過に沿った記述内容を抽出した後、人
間が指定した単語を中心にそれらを再構成し、読み手の視点に沿った提示を行うものである。こ
のシステムにより、さまざまなプロジェクトのメーリングリストや人工物の設計過程の記録な
ど、情報を記述した人間以外には内容を把握しづらい文書集合において、「何がどのように行わ
れたか」という時間経過に伴う内容変化の理解を支援することができた。 
しかし、このシステムを、Twitter上のツイートや外部からの話題提供者の講演を中心とした
審議会の議事録など、文書の内容を記述する人間が常に入れ替わる文書に対して適用したとこ
ろ、文書に書かれた内容が「その通りである」こと以上を示すことが難しく、文書集合に含まれ
ることが期待される「何がどのように行われたか」という内容の理解を行うことが難しかった。 
この原因として、ツイートや対象とした審議会の議事録が、メーリングリストや設計過程の記
録と異なり、文書の生成に関わる人間が常に入れ替わることから、文書集合より継続的な意図を
汲み取りづらいことや、各文書の記述内容が、事件など外的要因に重きを置き、それまでに蓄積
された情報とは関係性が低い状態で記述・蓄積されていることなどが、考えられる。 
なお、このような状況に対し、新しい記述内容の有用性を、記述を作成する人間の行う表記に
着目し分析する研究などがなされていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、人間が入れ替わり情報を蓄積される過程に「通時的な対象」を設け、この対象を
意識して情報の蓄積をうながすことにより、時間経過に伴って蓄積される情報の集合に、継続的
な意図が含まれるようにするフレームワークの構築を目指した（図 1）。本研究における通時的
対象は、それまでに蓄積された情報自体から構成することとした。そのために、さまざま情報蓄
積の場面において、通時的対象としてどのようなものを設定することが適切かの研究を行った。 

 
３．研究の方法 
(1) 研究代表者は、本研究開始と前後して、黒電話型のデバ
イスを用いた音声による語りの蓄積に関する研究を行ってい
た（図 2）。語りの蓄積において、「黒電話」が本研究の「通時
的対象」と同様に、人が新たな情報の蓄積を行う際に方向付け
を与える役目を果たしていると考えたことが、本研究の端緒
である。そこで、音声情報の蓄積に着目し、電話機以外にも、
蓄積された語り（情報）が新たな語りを誘発するきっかけとな
る方式を検討するところから、本研究を開始した。 
 新たに語りを蓄積する際に、黒電話付近において、蓄積され
た音声を自動再生する方式と、蓄積された音声をテキストに
変換したものを表示するタブレットを設定する方式を併用し
て、実験を行った。この結果、テキストに変換して表示するこ
とで蓄積されている音声を能動的に聴取しようとする際の利
便性の向上は認められる一方、新たに蓄積音声を聴取しよう
とする「きっかけ」を作るためには、音声を自動再生する仕組
みが有用であることが確認できた。 
(2) 時間の経過に沿って文書を蓄積する場面を想定し、それまでに蓄積された文書に含まれる
単語を、平面上にレイアウトし、時間経過に沿って変化させるアニメーション表示を、通時的対

 
図 2：黒電話型デバイスによる音声収
集システム 

 
 

(a) (b) 

図 1：時間経過に沿った単純な情報蓄積(a)と提案フレームワークと用いた情報蓄積(b) 



象とする実験を行った。このアニメーションは、対象とする文
書集合に現れた単語や、文書集合からトピック抽出により抽
出したトピックの代表語を平面上にレイアウトし、文書が作
成されたタイミングごとに表示・非表示を切り替えることに
より生成した（図 3）。 
この方式では、多くの単語を表示させると内容が把握しづら
く、少数の単語に表示を絞ると、時間経過に伴う変化がなく特
徴語を一覧表示させる形式とほぼ同様の結果に過ぎなくなる
ことがわかった。これらの結果から、時間経過に沿った変化を
ほぼそのまま提示するのでは通時的対象として期待した効果
は得られず、時間経過を意識させない形での表示が必要であ
ると考えられる。 
(3) その他、複数のグループにより同時に行われる議論をリ
アルタイム入力・提示し、通時的対象として議論を進める方
式の研究を行った（図 4）。この研究では、各グループの議論
そのものの記録と、各グループの議論の仮のまとめの入力・
提示を行うこととし、それぞれが通時的対象として議論を蓄
積していく中心となるかの検証を行った。この結果、他グル
ープの議論も参考になるが、自グループのまとめを構築して
いくことの方が議論を蓄積するために果たす役割が大きい
と考えられることがわかった。 
(4) 次に、すでに蓄積された文書集合から、通時的な対象を
抽出する手法の研究を行った。この研究では、通時的な対象
は、「文書集合に現れる通時的な対象には、異なるタイミング
で類似した言及がなされる」と定義し、抽出を行った。抽出
された結果が通時的な対象とみなせるか、出現率の高い単語
と比較して評価を行い、この手法により、通時的対象の抽出が可能であることが分かった。 
 
４．研究成果 
研究方法(1)〜(3)に述べた手法を通し、本研究で目指した、時間経過に沿って情報を蓄積する
過程でその情報自体を通時的対象とする際には、通時的対象として、1. 蓄積する情報と同様の
形式をとること、2. 対象の把握がほぼひと目で行えること、3. プロセスを示す情報より結果
を示す情報であること、の 3つが必要であることが示された。 
そこで、文書集合を対象とし、研究手法の(4)に述べた単語を通時的対象とする手法の研究を
進めた。現在までに、研究背景に述べた文書集合可視化システムの一部に組み込みを終え、SNS
上での議論時に、対象を明らかにしつつ議論を進めるための仕組みに適用する手法の検討を行
っている。 
 

 
図 3：文書集合出現単語のアニメーシ
ョン表示 

 
図４：複数グループによる議論の内容
の提示システム 
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